












と根本的に異なる．当該大学の教育方法は Project Based 







　本稿は Aalborg モデル及び実際の事例として Aalborg 大
学の建築教育を紹介するとともに，本校の伝統的な教育方
法との比較考察を
お こ な い，
























学生の主体的な学びを育む Aalborg PBL model と建築教育
－本校への導入の可能性と課題－
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A study on the Aalborg PBL Model and Architectural Education at Aalborg University
－ Possibility and Improvement of our Reconstructed PBL Curriculum －
Setsuko Isoda ＊ , Sadayuki Shimoda＊ , Tadashi Uchiyama＊＊
　Recently, it is pointed out the importance of students’ active learning in the higher education in JAPAN. In the engineer 
education, there are students in no small numbers who tend to lose their vision. It is the purpose of this paper to introduce the 
Aalborg PBL model at Aalborg University, Denmark in the Department of Architecture as an excellent example. And by 
comparing the curriculum with one of our department, the possibilities of introduction of the model to our college for students’ 
active learning are discussed.
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大学開発と計画学科の研究棟
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直後にオランダの Maastricht 大学医学部（1972），オース







その基礎理論としては，Piaget, Dewey や Lewin そして





























1972年に Roskilde 大学，1974年に Aalborg 大学である．






































４.The Aalborg model と建築教育
4.1　建築学科の構成
　建築学科は表1に示す4つのプログラムに分かれ，其々独
Aalborg BPL model（磯田節子） 
学部系の PBL である。 
2.2 デンマークにおける PBL 
一方、デンマークでは前述の医学部系 PBL とほぼ同時期
に、しかし独自に発展したという歴史をもつ(5）。ただし、そ





























年代に PBL を取り入れた２つの大学が創設された。1972 年
に Roskilde大学、1974年に Aalborg大学である。 
 




3.1 Aalborg modelの原理・原則 
Aalborg modelは、problem-based and project-organized 
learningと定義される。その原理・原則は次の通りである
(12）。 































り、この点が医学部系 PBL と大きく異なる。 
3.2.3 半年のセメスター制 
Aalborg modelは半年を１セメスターとする。学部は 1 セ
メスターから 6 セメスターの 3 年間、修士は 1 セメスター
から 4セメスターの 2年間である(表 1)。これはボローニャ



















図 2 Aalborg New Model  (Kolmos, 2011) 
 
表 1 学年（セメスター）と建築学科の構成 
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年代 PBL を取り入れた２つの大学が創設された。1972 年
に Roskilde大学、1974年に Aalborg大学である。 
 
３. The Aalborg PBL model 
Aalborg mode の模式図を図 2 示す。ボローニャ協定に
より、2006 年頃に当初のモデルから現在の新モデルに変更
されている(11）。  
3.1 Aalborg modelの原理・原則 
Aalborg modelは、problem-based and project-organized 
learningと定義される。その原理・原則は次の通りである
(12）。 
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図2　Aalborg New Model（Kolmos, 2011）
表1　 セメスター）と建築学科の構成




























4.3 建築修士 1セメスターのモジュ ル構成 










4.4建築修士 1 セメスターのスケジュールと授業カレンダ 
プロジェクトやコースモジュールのスケジュールを図 3
に、9～10 月（2012 年）の授業カレンダを図 4 に示す。ス
ケジュールはモジュール単位でセットされるので、集中講
義的なスケジュールとなる。我が国の一般的な週単位の時



















































































・Project Tectonic Design & Nordic Architecture 20 ECTS
・Course




Engineering Architecture and Tectonic Design
（建築構造と建築構法デザイン）
5 ECTS
・Project Sustainable Architecture 20 ECTS
・Course







・Project Architectural Research & Development 20 ECTS
・Course Architectural reｌated Research（建築に関わる調査） 5 ECTS
・Course 
Transfer of Knowledge from Architectural Research to
Practice（建築的調査から実践へ）
5 ECTS
・Procect Professional Development（インターンシップ） 30 ECTS
30 ECTS
4








Tectonic Design & Nordic Architecture（建築構法と北欧建築）
Sustainable Architecture（持続可能な建築）
Architectural Research & Development（建築的調査と開発）
or
or
・Study  at another University（他大学での研究）
表 2 建築修士 1～４セメスターの大テーマ 
Project module 1: Tectonic
Design & Nordic
Architecture






20 ECTS 5 ECTS 5 ECTS
7-point marking scale 7-point marking scale Pass/Fail
See page 8 See page 18 See page 26
 
表 3 建築修士 1モジュール構成 MSc01-ARC F2012Study Guide 
 
図 3 建築修士 1のスケジュールと実施時間 
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8:00 Excursion 8:00 Excursion
8:00 SET Exam
(MFH,PHK)
表 4 建築修士 1セメスターのカレンダ 
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4.3 建築修士 1セメスターのモジュール構成 
建築修士 1 セメスターのモジュール構成を表 3 に示す。
①プロジェクトジュール 1②コースモジュール 1③コースモ
ジュール 2 の３つのモジ ールからなる。一つの大テーマ
の下に講義やワークショップ（以下 WS）等関連する複数の
学びが含まれる“モジュール”という考え方が特徴的であ
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Aalborg BPL model（磯田節子）

















　テーマは「Studies and Experimentation of Tectonic Culture
（Tectonic 文化（Frampton, 1995）の考察と演習）」．まず過
去から現代の Tectonic 文化を中心に建築史・建築計画的な












　テーマは Engineering Architecture and Tectonic Design（建
築構造と Tectonic デザイン）である．講義は設計のための
“構造設計理論”と演習で，Form- Material- Structure 及び



















義に加えて学生は実際に Grasshopper と Autodesk 社の
ROBOT を使って実践的な演習を行う．
　WS は Parametric Design の事例として三分一博志設計の








　内容は Tectonic デザインの解説，北欧の建築家 Asplund







約2時間の Nordic Architecture の講義，昼食を挟みゲストに































































 スケッチ（WS）が連続 2 日間（20 時間）行われる。場所
は Aalborg市内にある Aalto設計の Kunsten美術館である。
スケッチの方法等の解説の後、3 つの課題①trees(樹木)②
light（光）③stone（石）が出され、学生はスケッチを開
始する。翌日の午前 10 時からグループ毎に約 20 分間、講
師が学生の作品の講評と指導を行う。 
4.6建築修士 1 セメスター各モジュールの評価の方法 
4.6.1 コースモジュール１の評価 
WS に関する個人レポート提出後に個人面接による評価が
約 80 人の学生を対象に一人約 30 分、５日間かけてスーパ
ーバイザ２名で行われる。学生は模型やスケッチなどを用




価は全学部共通の 7段階評価（図 7）で A～Eが合格である。 
4.6.2コースモジュール２の評価 
個人による WS に関するレポートとグループによる参考
































































表 5 単位数（ECTS）と時間数 Study Guideより 
 ECTS timer ECTS timer ECTS timer ECTS timer ECTS timer ECTS timer
コースモジュール１ 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150
コースモジュール２ 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150
コースモジュール３ 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150
プロジェクトモジュール１ 10 300 10 300 10 300 15 450 15 450 20 600
プロジェクトモジュール２ 5 150 5 150 5 150
合計 30 900 30 900 30 900 30 900 30 900 30 900






















































図 7全学共通の 7段階評価(Aalborg Univ. 7point grading scale) 
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る。学部は１セメスターから 6 セメスターまでの 3 年間で
ある。カリキュラム構成は基本的には修士と同様で大きく
プロジェクトモジュールとコースモジュールから構成され
る。表 5 に学部の各セメスタ でのコースモジュール、プ
ロジェクトモジュールの単位数（ECTS）と実施時間数を示



















































4.8 建築学科のグ ープワーク環境 
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 ECTS timer ECTS timer ECTS timer ECTS timer ECTS timer ECTS timer
コースモジュール１ 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150
コースモジュール２ 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150
コースモジュール３ 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150
プロジェクトモジュール１ 10 300 10 300 10 300 15 450 15 450 20 600
プロジェクトモジュール２ 5 150 5 150 5 150
合計 30 900 30 900 30 900 30 900 30 900 30 900






















































図 7全学共通の 7段階評価(Aalborg Univ. 7point grading scale) 
 




















 スケッチ（WS）が連続 2 日間（20 時間）行われる。場所
は Aalborg市内にある Aalto設計の Kunsten美術館である。
スケッチの方法等の解説の後、3 つの課題①trees(樹木)②
light（光）③stone（石）が出され、学生はスケッチを開
始する。翌日の午前 10 時からグループ毎に約 20 分間、講
師が学生の作品の講評と指導を行う。 
4.6建築修士 1 セメスター各モジュ ルの評価の方法 
4.6.1 コースモジュール１の評価 
WS に関する個人レポ ト提出後に個人面接による評価が
約 80 人の学生を対象に一人約 30 分、５日間かけてスーパ
ーバイザ２名で行われる。学生は模型やスケッチなどを用




価は全学部共通の 7段階評価（図 7）で A～Eが合格である。 
4.6.2コースモジュール２の評価 
個人による WS に関するレポートとグループによる参考








































表 5 単位数（ECTS）と時間数 Study Guideより 
 ECTS timer ECTS timer ECTS timer ECTS timer ECTS timer ECTS timer
コースモジュール１ 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150
コースモジュール２ 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150
コースモジュール３ 5 150 5 150 5 150 5 150 5 150
プロジェクトモジュール１ 10 300 10 300 10 300 15 450 15 450 20 600
プロジェクトモジュール２ 5 150 5 150 5 150
合計 30 900 30 900 30 900 30 900 30 900 30 900






















































図 7全学共通の 7段階評価(Aalborg Univ. 7point grading scale) 
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Aalborg BPL model（磯田節子） 
Aalborg 大学建築学科は事務室、講義室、グループワーク
室が郊外にあるメーンキャンパスではなく中心市街地に分

































































































図 10 ５セメスターのプロジェクトの中間発表とレポート 
図 11 3セメスターのワークショップと原寸のモックアップ 




































図 12 市中心部に分布する建築学科の講義室等 
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図 12 市中心部に分布する建築学科の講義室等 
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義室を改修して 1 室が PBL 演習室として 2011 年度に整備さ
れた。活動する全グループが占有できるスペースが提供さ
れている事例は我が国ではないのではと考えられる。また、
Aalborg 大学では学生が自由に作業できる Work Shop（工房）
が整備されており、学生が実物大を含めた模型の製作等に































































































図 16 Aalborg Modelと本校カリキュラム模式図 
図 19 建築修士１セメスターと本校土木建築工学科 5 年 
（建築）前期の授業時間の割合 
図 17 １～5 セメスターの学習種目別の学習時間 
図 18 本校建築社会デザイン工学科 1～5 年 
の学習種目別学習時間 






























図 14 グループワークスペース（外観と内部） 
図 13 グループワークスペース平面図 
(現在は 5 セメスターと 7 セメスターの学生が使用) 
図 15 ウッツォンセンター
にある Work Shop（工房） 
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が Aalborg 主体的な学びに相当する。Aalborg大学は 95％
の学習時間が学生の主体的な学びの時間であり、一方本校
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図 14 グループワ クスペース（外観と内部） 
図 13 グループワ クスペース平面図 
(現在は 5 セメスターと 7 セメスターの学生が使用) 
図 15 ウッツォンセンター
にある Work Shop（工房） 
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　The Aalborg Model の学びの目的は明確に記載されては
いないが，随所に“専門家として一生学び続けるであろう，







こ と が 期 待 さ れ て い る． 学 習 目 標 を 示 す Bloom’s 
Taxonomy（Bloom,1956, Lorin1990）（図20）の最も高度な








が国に紹介されている PBL はその殆どが医学部系の PBL
であり，また，本校のように従来型のカリキュラムの下で
の取組に止まっている．また，工学教育のために開発され
たプロジェクト型の Aalborg Model は殆ど知られていない．
特に建築教育では設計をプロジェクトとして取り組む


























The Aalborg Model の学びの目的は明確に記載されてはい
ないが、随所に“専門家として一生学び続けるであろう、







る。学習目標を示す Bloom’s Taxonomy（ Bloom,1956, 
Lorin1990）（図 20）の最も高度な Creatingを目指す。一方
本校では Understanding 又は Applyingに止まる。 
６. おわりに 





紹介されている PBL はその殆どが医学部系の PBL であり、
また、本校のように従来型のカリキュラムの下での取組に
止まっている。また、工学教育のために開発されたプロジ
ェクト型の Aalborg Model は殆ど知られていない。特に建築
教育では設計をプロジェクトとして取り組む Aalborg Model





査・研究 必要と思われる。Aalborg Model を参考としつつ、
主体的な学生 育てる八代型の教育プログラム構築を目指
して調査・研究を進め、教員間の議論のための資料とした
い。最後に 2012 年の在外研究において Aalborg 大学の開発
と計画学科及び建築学科の先生方、学生諸君、事務の方々
に大変お世話になった。ここに厚く感謝の意を表したい。 
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